
提言第22号　入院早期に発生した食物による窒息に係る死亡事例の分析

事例13

＜事例概要＞

①90歳代、被殻出血後のリハビリ目的で転入院した患者。
②認知症、脳梗塞の既往があり体幹保持困難。摂食・嚥下能力グレード：Gr.8（特別嚥
下しにくい食品を除き3食経口摂取可）、JCSⅠ-3。転院元での食形態は不明。
③入院時、家族より「ご飯でなければ食べない」と情報提供があり、常食と入力。食事
摂取状況にはむらがあり、自力摂取が可能な時と、介助を要する時があった。
④入院5日目、体位をリクライニング位80度とし、食事を促すが摂取しないため介助し
た。シイタケを咀嚼中にむせ込み、口唇チアノーゼが出現。呼名に反応せず、胸骨圧迫
を開始。喉頭展開し、喉頭を塞いでいたシイタケを除去後、食物残渣を吸引。気管挿管
したが、約1時間後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）無。


